










































































































































りました。この基本法の下で，これまで第 1 期（平成 8 〜 12 年度），
第 2 期（平成 13 〜 17 年度）の基本計画を策定しています。そして，

























































































































科学研究費補助金　（• 総額 200,000 百万円；196,998 百万円）
特別研究員事業（• 16,740 百万円；16,314 百万円）
科学技術振興調整費（女性研究者）（• 2,190 百万円；2,250 百万円）


















設問 選択肢 回答数 （%）
Q1 所属 1. 人間社会研究域 2 0.8
2. 理工研究域 26 9.5
3. 医薬保健研究域 26 9.4
4. 研究所・センター等 18 13.5
5. 附属病院 3 2.3
Q2 職位 1. 教授 33 8.4
2. 准教授 12 4.3
3. 講師 4 4.5
4. 助教 22 9.2
5. 助手 0 0
6. PD 4 8.2
Q3 年代 1. 20 代 5 -
2. 30 代前半 8 -
3. 30 代後半 13 -
4. 40 代 24 -
5. 50 代 20 -
6. 60 代 8 -
Q4 テニュア・トラック制度（概要）をご存知
ですか ?
1. 知っている 65 86.7
2. 知らない 10 13.3
Q5 金沢大学でテニュア・トラック制度が導入
されていることをご存知ですか ?
1. 知っている 61 81.3
2. 知らない 14 18.7
Q6 金沢大学にテニュア・トラック制度が導入
されていることをどのように知りましたか ?
1. 学内の会議 41 -
2. FSO ニュースレター 11 -
3. その他（具体的に記述願います） 19 -
Q7 金沢大学には FSO 所属型と部局所属型の二
つのテニュア・トラック制度が運用されて
いることをご存知ですか ?
1. 知っている 32 43.2
2. 知らない 42 56.8
Q8 部局所属型テニュア・トラック制度の概要
をご存知ですか ?
1. 知っている 33 44.6
2. 知らない 41 55.4
Q9 テニュア・トラック制度に賛成ですか，反
対ですか ?
1. 賛成 25 33.8  
2. 反対 16 21.6




1. 従来の選考・採用方法で十分である 8 -
2. 他の教員の負担が増加する 5 -
3. 研究費や業務分担で優遇する必要性が感じられない（不公平である） 3 -
4. 研究重視で教育がおろそかになりかねない 6 -




7. テニュア・トラック期間が短い 2 -
8. パーマネントのポストに勝る魅力がない 9 -
9. 現行の研究室における研究体制を維持できなくなる 7 -




1. ある 18 -





















































































































国際公募により 22 名の助教を採用• 
全員のテニュアポスト数を用意• 
学外委員 9 名を含めた審査委員会によるピア・レビュー方• 
式の審査・評価 （教員ごとに審査基準を作成）
スタートアップ資金 700 万円，部屋の改修費等 100 万円，• 
2 年目以降は，毎年一人あたり年間研究費 300 万円を配分






数年間で 7,000 万円のスタートアップ資金を与えられる。• 
大学職員の要件として，安定したグラント獲得が不可欠。こ• 
れを審査するのが，テニュア審査。
Assistant professor・Associate professor の審査は，基本的• 
に 6-8 年目に行われる。8 年で，昇任できなければ，大学を
去らなければならない。




















































































   （金沢大学長　中村　信一）
2. 金沢大学のテニュア・トラック制度について
   （金沢大学　理事（研究・国際担当）　長野　勇）
3. 東京農工大学のテニュア・トラック制度について
   （東京農工大学若手研究支援室長　柴田　治呂　教授）
4. 特別講演




















































































として 300 万円，2 年目以降は研究費 200 万円を配
分
大学が部局に対し，インセンティブ経費として 150• 











































. 2010 at Ueno Offi  ce, JST 
研究リテラシーコースは 2010 年も開催いたします。ご期待ください。
























































　21 年度は，補正予算でいつになく慌ただしい 1 年でした。
FSO でお手伝いした各種申請の採択状況は，なかなかの年で
もありました。来年度は，学内の研究支援だけではなく，全
国の研究支援の体制作りにも中心的役割を果たせるよう，外
を意識した活動にしていきたいと考えています。
文責：稲垣美幸
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